
Ｌ

第46回大会〕

2 La－7 海洋曝露環境下における労働者の着用衣服に関する実態調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一漁労作業者の場合
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　【目的】海洋曝露環境下における労働作業には多種多様あるが、今回はその中でも漁労作

業を行っている労働者を中心に、その着用衣服の実態調査を試みた。海洋暴露環境下での

作業において、漁労作業者は作業中の衣服として、実際に何をどのように着用しているの

か、その実態調査の報告は皆無である。そこで本調査を試みることにより、漁労従事者の

衣服に関する問題点、そして改善すべき点などを把握することにより、漁労作業者の快適

な衣服設計を検討するための基礎とすることを目的とした。

　【方法】

　調査対象漁港：早川、福田、御前崎、下田、銚子、気仙沼。

　調査実施季節：夏、秋、冬。

　調査方法　　：漁業協同組合、漁労長、などの聞き込み、水揚げ時服装の観察、漁労作

業者のアンケート調査などによる。

　【結果】・環境曝露環境下における作業者の漁労作業時における衣服は、比較的温熱的に

は適切を着装をしているものと考える。

・早川、福田での日帰り従事者は軽装、その他は温熱的に重装備の傾向である。

・合羽は漁労作業衣として重要な役割を果たす。夏は濡れ、汚れ防止中心に用いられ、冬

は汚れ防止、雨・波飛沫などの濡れ防止、防風、そして防寒を兼ね使用されている。

・防寒として厳寒時にはセーターなど用いられるが、作業衣は動き易すさ、軽さ、丈夫さ

を主体として考慮され、厚着を避ける意味でも常時合羽またはヤッケが用いられる。

2 La-8 中華人民共和国　内モンゴル自治区における着用衣服の実態調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一冬期の成人男女の着用衣服一

　　東京学芸大教育中橋美智子○逢'迪　　船舶蟻装品研究所　村山雅己．

【目的】　私達の住む環境気候は、地域により異なり、また同一地域でも季節によって変

化する。そこで環境の相違により衣服はどのように異なるものなのか、この度、中華人民

共和国（内モンゴル自治区）の留学生を通しその実態把握が可能となり、日本との比較を

試みる機会を得た。本地域は日本と相違し、大陸性気候であり風が強く、乾燥し、冬期で

は著しく温度が低い。そこで、今回、中国内モンゴル地域の冬期におけるモンゴル人を対

象に、成人男女の衣服の実態調査を試みた。寒冷地域における着衣状態の基礎資料として、

適切な着衣のあり方を解明する事を目的とした。

　【方法】調査地域：中国内モンゴル自治区フホホト市。調査対象：専門学校男子学生22

名、女子学生31名（年齢18－20才）調査期間: 1993年12月中旬（室内10°U,JOAiin,戸外-11

°Ｃ）調査内容の概要:1）年齢、身長、体重､2）気温・湿度（室内、室外）、寒冷感覚など

3）着装衣服（上衣、下衣、類被服）着装順位、重量、形態、素材など。

　【結果】・男性の一般的服装：「上衣」肌着（ﾗﾝﾆﾝｸﾞ）、ｼｬﾂ（Yｼｬﾂorﾎﾟliｼｬﾂ）、bｰﾀｰ（厚

手）、ｼｬﾝl＼'-又は］り（皮）「下衣」ﾌﾞﾘｰﾌ、ｽﾞﾎﾞﾝ下2枚（綿・毛）、ｽﾞﾎﾞﾝ（毛厚手）「

類被服」帽子、ﾏﾌﾗｰ、手袋（皮）、靴下、防寒靴、ﾍﾞﾙﾄ。平均着衣重量：（室内2654g,戸

外4483g）。

　・女性の一般的服装：「上衣」ﾌﾞﾗｼﾞｬｰ、肌ｼｬﾂ、ﾌﾞﾗｳｽ、ｾｰﾀ- （厚手）、ｼﾞｬﾝn又は］-ﾄ

（皮）「下衣」ｼｒﾂ、力゛-ﾄﾞﾙ、ｽﾞﾎﾞﾝ下２枚(綿-毛）、ｽﾞﾎﾞﾝ（毛厚手）「類被服」ﾏﾌﾗｰ、

手袋（皮）、靴下、防寒靴、ﾍﾞﾙﾄ。平均着衣重量: （室内2115g,戸外3763g）
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